















































よりも前の 10 〜 20 歳代における体力レベルにも
十分に注意を払う必要があると述べている．また，

























　被験者は，A 短期大学に在籍する 18 歳または
19 歳の女子学生 199 名 ( 身長 : 157.5 ± 5.0cm，
体 重 : 51.9 ± 7.5kg， 体 脂 肪 率 : 28.4 ± 5.7%，











「ロコモ 25」の 3 つから構成されているが，本研
究では大学生を対象としたことから，からだの痛
みや日常生活で困難なことをアンケートで回答す






































































ロコモ度 1，両脚で 20cm の高さから立ち上がれ
ない状態をロコモ度 2 とした．2 ステップテスト
は，2 ステップ値が 1.3 未満をロコモ度１，1.1 未
満をロコモ度 2 とした．さらに，立ち上がりテス
トで片脚 10cm を成功し，2 ステップ値が 1.7 以上
の場合は「優良群」，どちらか一方のテストでロ














































立ち上がりテストでは，片脚 30cm が 34.4% と最
も多く，次いで片脚 40cm が 27.3% であった．一方，
2 ステップテストでは，2 ステップ値 1.3 未満が
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　本研究の被験者の身長は 157.5 ± 5.0cm，体重
は 51.9 ± 7.5kg であり，全国平均データ 13)（身




















も多く（34.3%），20 〜 29 歳における立ち上がり
テスト結果の目安と同様の結果であった．しかし







































来ロコモ度判定のロコモ度 1，ロコモ度 2 は高齢
者を基準に設定されているため，本研究のような
18 歳または 19 歳の被験者を対象とした場合の基
準は異なるという点が今回の結果に反映したと考
えられる．また，立ち幅跳びの結果は，ロコモ群
が 155.6 ± 19.7cm，非ロコモ群が 157.4 ± 20.5cm
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Relationship between the evaluation of Locomo test and the result of fitness test in 
female students.
Shinya ENDO, Akihito KUMANO, Yasuhito KONISHI, Shogo MIYAZAKI, Aya KOIZUMI
【abstract】
    The purpose of this study was to investigate the relationship between the evaluation of Locomo test and the 
result of fitness test in female students. As the result, 
17.6% were evaluated the locomo (locomo group, n=35), 70.8% were non-locomo group (n=141) and 11.6% 
were excellent group (n=23). The result of the fitness test was excellent group showed that higher than locomo 
group and non-locomo group in all measurements.
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